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１] 

 ほん 

 

図書館
としょかん

の本
ほん

のならび方
かた

にはルールがあります。このルールを知
し

っていると本
ほん

をさがすときにべんりです。 

ルール１！ 本の 背
せ

には「わけ」がある    

本
ほん

には、
ないよう

内容をあらわす
すうじ

数字（分類
ぶんるい

番号
ばんごう

）と、書
か

いた人
ひと

や本
ほん

の名前
な ま え

のはじめの
いちじ

一字（図書
と し ょ

記号
き ご う

）を書
か

いた 
 「ラベル」がついています。このふたつをあわせて「

せいきゅうきごう

請求記号」といい、本
ほん

はこの
じゅんばん

順番 にならんでいます。 
                       

913 ア 
ラベルのわくが赤

あか

い→「子
こ

どもむけの本
ほん

」 
  ラベルのわくが青

あお

い→「おとなむけの本
ほん

」 
 
 

ルール２！！ 本
ほん

だなには「わけ」がある 

たなには、
ぶんるいばんごう

分類番号の
すうじ

数字のすくない
じゅんばん

順番 に「上
うえ

から下
した

へ」 
  「 左

ひだり

から右
みぎ

へ」と、本
ほん

がならんでいます。 
一つのたながいっぱいになったら、その下

した

のたなに 左
ひだり

からならべ、 
  いちばん下

した

のたながいっぱいになったら、その右
みぎ

がわのいちばん上
うえ

の 
たなに、 左

ひだり

から右
みぎ

へとならべます。 
 
 
 

ルール３！！！ アルファベットには「わけ」がある  
ラベルの

せいきゅうきごう

請求記号（分類
ぶんるい

番号
ばんごう

＋図書
と し ょ

記号
き ご う

）の前
まえ

についているアルファベットは、本
ほん

の
ばしょ

場所をあらわします。 
それぞれつぎの

いみ

意味があり、まとまってならんでいます。 

Ｈ→北海道資料
ほ っ か い ど う し り ょ う

      ＨＥ→恵庭資料
え に わ し り ょ う

       Ｂ→文庫
ぶ ん こ

    Ｒ→参考図書
さ ん こ う と し ょ

（館内
かんない

利用
り よ う

） Ｐ→パンフレット 
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ぶんるいばんごう  
 

  
ぶんるい

分類とは、ある一定
いってい

のきまりにしたがい、にたものどうしに「まとめてわける」ということです。 
基準
きじゅん

にしたがった３～４ケタの
すうじ

数字をつかい、たくさんの本
ほん

をおなじ
ないよう

内容ごとにまとめて
わ

分けてならべる

ことができます。おおくの
としょかん

図書館で
ぶんるいばんごう

分類番号をつかっています。つまり「本
ほん

の
じゅうしょ

住所 」です。  
恵庭
え に わ

市立
し り つ

図書館
と し ょ か ん

では、
にほんじゅっしんぶんるいほう

日本十進分類法をつかっています。
じゅっしんぶんるいほう

十進分類法とは、本
ほん

の
ないよう

内容を１０分野
ぶ ん や

に
わ

分け、

さらにそれを１０分野
ぶ ん や

ごとに、つぎつぎと
わ

分けていく方式
ほうしき

です。０から９の
すうじ

数字をつかって、本
ほん

の
ないよう

内容をあ

らわしています。くわしくは、［図書館利用
と し ょ か ん り よ う

ガイダンス資料
しりょう

 ２「分類
ぶんるい

一覧表
いちらんひょう

」］をみてください。 


